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道志村村民憲章
　私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは、
　一、自然を愛し、平和な村をつくります。
　一、生産に励み豊かな村をつくります。
　一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
　　　をつくります。
　一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
　　　をつくります。
　一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

清らかな水を届ける
100 年の森

未来につなぐ

道志村と横浜市の絆

謹
賀
新
年

皆
様
に
幸
多
き
年
に

　
　
な
り
ま
す
よ
う
に

東部林道からの富士山



平成 29年 1月１日（2）

　

年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
よ
り
村
政
運
営
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
対
し

ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
『
酉
年
』
と
な
り
ま
す
が
、「
と
り
」

は
「
と
り
こ
む
」
と
言
わ
れ
収
穫
や
成
熟
を

意
味
し
、
商
売
な
ど
で
は
縁
起
の
良
い
干
支

で
す
。
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
実
り

多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
の
政
治
、

経
済
に
お
い
て
は
比
較
的
穏
や
か
で
安
定
し

た
１
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
一
方
で
、
都
市
部
の
人
口
集
中
と
地
方

の
人
口
減
少
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
、
こ
の
問
題
に
多
く
の
自
治
体
が
取
り

組
む
こ
と
と
な
っ
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
本
村
に
お
き
ま
し
て
も
昭
和
30
年
代
の

３
，
３
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
現
在
で
は
１
，

７
０
０
人
台
と
人
口
減
少
が
加
速
し
て
お

り
、
持
続
可
能
な
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、大
き
な
行
政
課
題
で
あ
り
、

本
村
に
お
い
て
も
、
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ

く
る
移
住
・
定
住
対
策
を
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
で
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
行
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
も
、
雇

用
、
住
宅
、
生
活
基
盤
の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
子
育
て
世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
い
、
村
民
の
皆
様
方
が
安

心
し
て
生
活
い
た
だ
け
る
村
づ
く
り
に
向
け
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

か
、
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
だ
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
主
要
事
業

の
報
告
を
い
た
し
ま
す
と
、
総
合
戦
略
の
目

玉
と
し
て
横
浜
市
松
原
商
店
街
に
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
「
水
カ
フ
ェ
ど
う
し
」
を
昨
年
９

月
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。オ
ー
プ
ン
以
来
、

多
く
の
市
民
の
方
々
に
ご
利
用
頂
き
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
ク
レ
ソ
ン
を
中
心
に
農
産
物
の

売
り
上
げ
も
好
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
安
定
的
な
品
目
を
供
給
で
き
る

よ
う
農
業
の
振
興
を
基
軸
と
し
た
産
業
の
６

次
化
を
推
進
し
、
特
産
品
開
発
を
行
い
な
が

ら
道
志
村
の
良
さ
を
紹
介
し
、
二
地
域
居
住

に
も
繋
が
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
一
昨
年
か
ら
進
め
て
お
り
ま
す
道

志
小
中
学
校
の
建
設
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
第
二
期
小
学
校
建
設
工
事
も
順
調
に
進

捗
し
、
学
校
敷
地
内
に
隣
接
し
て
整
備
し
て

お
り
ま
す
学
童
保
育
所
と
合
わ
せ
て
本
年
度

中
に
竣
工
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
中
学
校
の
合
築
、
ま
た
同
一
敷
地
内
へ
の

学
童
保
育
所
建
設
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

村
独
自
の
教
育
に
つ
い
て
関
係
者
と
協
議
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

続
い
て
、
本
年
度
に
お
い
て
は
、
強
く
し

な
や
か
な
地
域
を
つ
く
る
為
の
「
国
土
強
靭

化
計
画
」、
公
共
施
設
の
将
来
的
な
維
持
管

理
に
つ
い
て
定
め
る
「
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
」
こ
の
二
つ
の
計
画
策
定
に
全
庁
上
げ

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
「
国
土
強
靭
化
計
画
」で
は
、富
士
山
噴
火
・

東
海
地
震
等
の
自
然
災
害
に
対
す
る
脆
弱
性

の
分
析
を
行
い
、
避
難
路
の
確
保
と
し
て
防

災
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
促
進
に
繋
が
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
公
共
施
設
総
合

管
理
計
画
」
に
お
い
て
は
、
全
て
の
公
共
施

設
の
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
老
朽
化
対
策
・

施
設
の
集
約
・
再
利
用
な
ど
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
計
画
も
「
安
心
・
安

全
」
な
村
づ
く
り
や
地
域
振
興
に
大
変
重
要

な
も
の
と
考
え
て
お
り
、
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
議
会
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
反

映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
加
え
て
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
誘

致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
就
任
い
た
し
ま
し
た

３
年
前
と
は
比
べ
、
介
護
報
酬
費
の
上
昇
や

国
の
扶
助
費
の
引
き
下
げ
な
ど
、
施
設
の
運

営
が
非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
交
渉
を

行
っ
て
お
り
ま
し
た
事
業
者
が
辞
退
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
に

つ
い
て
は
、
村
民
福
祉
の
向
上
や
雇
用
対
策

に
も
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
誘
致
に

向
け
て
新
た
な
事
業
者
と
交
渉
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
他
、「
道
志
水
源
林
百
年
記
念
事
業
」、

新
た
に
導
入
す
る
「
中
山
間
地
域
所
得
向

上
支
援
事
業
」
な
ど
様
々
な
事
務
事
業
が
あ

り
、
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
村
の

将
来
像
で
あ
る
『
人
と
自
然
が
輝
く
水
源
の

郷
』
〜
住
ん
で
み
た
い
村　

住
ん
で
よ
か
っ

た
村
〜
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
方
の
ご
協

力
を
頂
き
ま
す
こ
と
を
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

道
志
村
長
　

長  

田  

富  

也
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12
月
１
日
に
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民
の
生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
行
政
を
は
じ
め
適
切

な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
世
帯
の
見
守
り
や
安
否
確
認
な
ど
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

村
田　

か
づ
み

　

出
羽　

京
子

　

佐
藤　

信
子

　

佐
藤　

久

　

佐
藤　

徹

　

佐
藤　

光
栄

　

菅
谷　

忠
宗

◎
山
口　

章

　

佐
藤　

治
元

○
杉
本　

八
重
子

　

山
口　

幸
男

　

佐
藤　

雪
子

○
山
口　

美
香

　

佐
藤　

ヤ
ス
子

　

水
越　

房
江

月
夜
野
〜
野
原

久
保
笹
久
根

大
室
指

椿
〜
小
善
地

大
栗
〜
馬
場

竹
之
本

東
和
出
村

西
和
出
村

谷
相
〜
川
原
畑

大
指
〜
釜
之
前

東
神
地
〜
中
神
地

下
中
山
〜
上
中
山

下
善
之
木
〜
上
善
之
木

川
村
〜
板
橋

下
白
井
平
〜
長
又

新

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
紹
介

（ 

氏
　
　
名 

）

（ 

担 

当 

地 

区 

）

任　

期　
　

平
成
28
年
12
月
1
日
　
〜
　
平
成
31
年
11
月
30
日

◎ 

…
… 

会
長
　
　
○ 

…
… 

主
任
児
童
委
員

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日　

時　

：　

平
成
29
年
１
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

13
時
開
式
（
受
付
12
時
30
分
よ
り
）

場　

所　

：　

水
源
の
郷
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

　

成
人
式
は
、
式
典
、
新
成
人
の
抱
負
、
恩
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
記
念
写
真
の
撮
影
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
☎
52-

１
０
２
０

佐
藤　

暖
美

佐
藤　

幸
大

佐
藤　

駿
一

山
口　

兼
生

菅
谷　

照
平

佐
藤
未
由
ニ

杉
本　

拓
也

菅
谷　

実
和

佐
藤　

真
優

杉
本　

翔
太

野
原

大
室
指

大
室
指

竹
之
本

竹
之
本

西
和
出
村

西
和
出
村

西
和
出
村

谷
相

大
指

佐
藤　

汐
音

佐
藤
希
美
加

佐
藤　

美
里

山
口　

隼
人

渡
辺　

香
穂

杉
本　

舞
夏

池
谷　

拓
真

長
田　

知
夏

水
越　

健
太

池
谷　

康
平

大
指

大
指

大
指

下
中
山

上
中
山

下
善
之
木

上
善
之
木

板
橋

下
白
井
平

上
白
井
平
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公
益
信
託
道
志
水
源
基
金
は
、
平
成
９

年
２
月
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
横
浜
市
の

水
源
地
で
あ
る
道
志
村
の
自
然
環
境
の
保

全
活
動
及
び
社
会
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど

に
助
成
し
、
水
源
地
の
保
全
、
地
域
の
振

興
及
び
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
公
益
信
託
道
志
水
源
基
金

の
活
用
事
業
を
次
の
と
お
り
募
集
い
た
し

ま
す
の
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

１
、
助
成
対
象
者
及
び
応
募
資
格

　

村
に
住
所
を
有
し
、
村
内
に
お
い
て
営

利
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
わ
な
い
法
人

又
は
団
体
と
し
ま
す
。（
活
動
を
行
う
に
あ

た
り
対
価
を
求
め
な
い
団
体
）

２
、
助
成
対
象
事
業

　

①
道
志
村
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全

　
　

活
動
及
び
整
備
活
動
に
対
す
る
助
成

　
　

・
森
林
に
関
す
る
活
動

　
　

・
道
志
川
に
関
す
る
活
動

　
　

・
環
境
汚
染
防
止
活
動

　
　

・
啓
発
活
動
な
ど

　　

②
道
志
村
民
の
生
活
基
盤
向
上
に
資
す

　
　

る
活
動
に
対
す
る
助
成

　
　

・
総
合
的
な
企
画
及
び
活
動

　
　

・
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
及
び
活
動

　
　

・
観
光
資
源
の
発
掘
と
整
備
な
ど

　
　

・
伝
統
芸
能
及
び
伝
統
技
術
の
保
存

　
　
　

と
維
持
活
動

　
　

・
生
活
基
盤
の
整
備
活
動

　
　

・
産
業
振
興
活
動
な
ど

３
、
応
募
方
法

　

当
基
金
所
定
の
「
助
成
金
支
給
申
請
書

及
び
事
業
計
画
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
当
基
金
事
務
局

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
等

の
用
紙
は
役
場
総
務
課
窓
口
で
受
領
す
る
か

道
志
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）

４
、
応
募
期
限

　

平
成
29
年
３
月
10
日
（
金
）
必
着

５
、
選
考
の
方
法

　

公
益
信
託
道
志
水
源
基
金
運
営
委
員
会

の
審
議
に
よ
り
、
受
給
者
及
び
助
成
金
額

を
決
定
し
ま
す
。

６
、
助
成
金
の
給
付

　

平
成
30
年
３
月
末
ま
で
に
受
給
者
に
対

し
、
銀
行
振
込
み
に
よ
り
給
付
し
ま
す
。

７
、
報
告
書
の
提
出

　

受
給
者
は
、
毎
年
度
助
成
の
対
象
と
な

っ
た
事
項
に
係
わ
る
報
告
書
を
当
基
金
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

８
、
応
募
の
窓
口

　

役
場 

総
務
課　

☎
52

－

２
１
１
１　

・
道
志
村
水
源
基
金
実
行
委
員
会

　
（
河
川
環
境
調
査
・
水
質
調
査
、
村
内
一
斉

　
　

清
掃
・
消
毒
、道
志
渓
谷
パ
ト
ロ
ー
ル　

他
）

・
道
志
村
漁
業
協
同
組
合

　
（
水
質
保
全
環
境
美
化
事
業
）

・
七
里
ホ
タ
ル
を
と
も
す
会

　
（
ホ
タ
ル
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
事
業
）

・
矢
頭
山
保
存
会

　
（
遊
歩
道
整
備
事
業
）

・
東
富
士
七
里
太
鼓
保
存
会

　
（
伝
統
芸
能
の
保
存
伝
承
事
業
）

・
道
志
村
商
工
会

　
（
環
境
美
化
事
業　

他
）

・
道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
）

・
道
志
村
青
年
団

 　
（
盆
踊
り
、
花
火
大
会
開
催
事
業
）

  

道
志
村
水
源
基
金
活
用
事
業
の
募
集

自
然
環
境
の
保
全
活
動
・
生
活
基
盤
向
上
の
活
動
な
ど
に
助
成
し
ま
す

平
成
29
年
度

公
益
信
託 

平
成
28
年
度
は
次
の
団
体
に

助
成
し
て
い
ま
す
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全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
及
び
国
税

庁
が
主
催
の
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
に
応
募
し
、
道
志
中
学
校
３
学
年

の
佐
藤
里
保
さ
ん
が
村
長
賞
、
水
越
紀
希

さ
ん
が
会
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。「
税

に
関
す
る
こ
と
」
と
い
う
難
し
い
題
材
の

な
か
、
税
金
の
仕
組
み
や
意
味
を
理
解

し
、
税
金
と
向
き
合
っ
て
生
活
し
て
い
こ

う
と
い
う
前
向
き
な
内
容
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
水
越
紀
希
さ
ん
は
「
第
31

回
中
学
生
に
よ
る
税
金
弁
論
大
会
」
に
も

出
場
し
、
優
秀
賞
（
山
梨
放
送
賞
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

佐藤　里保 さん 水越　紀希 さん「税についての作文」村長賞 「税金弁論大会」優秀賞

12
月
16
日
道
志
中
学
校
三
年
生
が
役
場
に
て
政

策
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

一
学
年
か
ら
「
総
合
的
な
学
習
」
の
中
で
「
郷

土
学
習
」
や
「
職
場
体
験
」
な
ど
様
々
な
角
度
か

ら
道
志
村
の
現
状
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
も
と
に
、
中
学
生
の
視
点
か
ら
考
え
、

村
の
抱
え
る
課
題
を
克
服
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な

方
法
が
あ
る
か
、
村
長
を
は
じ
め
村
議
会
、
教
育

委
員
会
に
向
け
次
の
提
言
を
し
ま
し
た
。

三
年
生
11
名
は
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
公
共

交
通
の
充
実
、
買
い
物
環
境
や
観
光
産
業
の
発
展

な
ど
、
丁
寧
に
調
べ
て
研
究
し
、
実
例
等
の
紹
介

も
交
え
な
が
ら
力
強
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

し
ま
し
た
。

今
回
提
言
さ
れ
た
内
容
は
、
総
合
計
画
の
な

か
で
も
優
先
度
の
高
い
事
業
で
あ
り
、
村
で
は

今
後
中
学
生
の
提
言
を
参
考
に
し
な
が
ら
内
容

の
検
討
を
し
、
事
業
推
進
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

道
志
中
学
校
三
年
生
に
よ
る

政 

策 

提 

言
１
、「
公
共
交
通
の
在
り
方
検
討
」
に
つ
い
て

　

〜
高
等
学
校
へ
の
交
通
手
段
を
充
実
さ
せ
よ
う
〜

２
、「
買
い
物
環
境
の
整
備
検
討
」

　

〜
道
志
村
に
コ
ン
ビ
ニ
を
つ
く
ろ
う
〜

　

〜
道
の
駅
周
辺
を
道
志
観
光
の
中
心
に
し
よ
う
〜
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税理士による  無料申告相談  ～申告書を作成して提出できます～

確定申告書作成相談会

申告書作成会場の開設期間以前に、次の日程で「税理士による無料申告相談」及び「確定申告書作成相談会」を開催
しますのでご利用ください。

○　小規模納税者の所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税、年金受給者並びに給与所得者の所得税及び復興特別所得税の
　　申告書を作成して提出できます（土地、建物及び株式などの譲渡所得のある場合を除く）。
○　申告書等の提出のみの方の受付は行っておりませんので、直接税務署に提出（郵送可）してください。
○　確定申告に必要な書類、計算器具、筆記具、印鑑及びマイナンバーに係る本人確認書類（①マイナンバーカードまたは②番号確認
　　書類及び身元確認書類）の写し等をご持参ください。
○　会場が混雑している場合は、受付を早めに締め切ることがありますのでご了承ください。
○　各会場とも午前中は、混雑が予想されます。

日　　付 会　場 所　在　地 時　間

２月２日（木）
２月３日（金）

富士吉田市民会館
３階会議室

富士吉田市緑ケ丘
２－５－ 23

10 時～ 12時
13時～ 15時

２月６日（月）
２月７日（火）

上野原市もみじホール
２階会議室 上野原市上野原 3832

２月 10日（金） 富士河口湖町役場
コンベンションホール 富士河口湖町船津 1700

日　　付 会　場 所　在　地 時　間

１月 31日（火） 富士河口湖町役場
コンベンションホール 富士河口湖町船津 1700

10 時～ 12時
13時～ 16時

２月１日（水） 富士吉田市民会館
３階会議室

富士吉田市緑ケ丘
２－５－ 23

日　　　時　　2月21日 ( 火 )　10 時～ 12時、13時～ 16時
会　　　場　　富士吉田市民会館　３階市民ギャラリー

対　象　者　　・　公的年金等受給者で所得税及び復興特別所得税の確定申告書を提出する方

　　　　　　　・　年金受給者及び給与所得者で医療費控除の還付申告書を提出する方

　　　　　　　・　小規模事業者（前年の所得金額が 300 万円以下）の方

　　　　　　　※　土地、建物及び株式などの譲渡所得のある場合は、ご遠慮ください。

問い合わせ　　東京地方税理士会大月支部事務局　☎ 0555 － 22 － 8481

税理士による 年金受給者  及び 給与所得者  に対する 無料相談

【問い合わせ】大月税務署　　〒 401 ‐ 8502 大月市御太刀２－８－ 10　☎ 0554 － 22 － 3151（代表）
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　○　所得税及び復興特別所得税・贈与税　平成29年3月15日（水）
　○　個人事業者の消費税及び地方消費税　平成29年3月31日（金）

平成 28 年分 確定申告書  の 提出  及び 納付期限  

申告書作成会場  の開設日程

申告書には マイナンバー  の記載が必要です！

平成 28年分から所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の申告書には、

「マイナンバー（個人番号）の記載」と「本人確認書類の提示または写しの添付」が必要です。

○　上記期間以外は、税務署の申告書作成会場はありませんのでご了承ください。
○　会場開設初日及び申告書提出期限間際は、大変な混雑が予想されますのでご了承
　　ください。
○　当署の駐車スペースに限りがございますので極力お車での来署はご遠慮ください
　　（駐車の際、お待ちいただく場合があります）。
○　税務署内には、コピー機及び公衆電話はありませんのでご了承ください。

開設期間 会　場 所　在　地 時　　　間

2月16日（木）～

3月31日（金）
※土、日及び祝日を除きます。

大月税務署　３階
大月市御太刀
2－ 8－ 10

大月地方合同庁舎

【受付】
８時 30分から
（提出は 17時まで）

【相談】
９時から 17時まで

本人確認書類

★ マイナンバーカード（個人番号カード）

　　をお持ちの方は

マイナンバーカードだけで、本人

確認（番号確認と身元確認）が可

能です。ご自宅等から e-Tax で送

信すれば、本人確認書類の提示ま

たは写しの提出は不要です。

●番号確認書類　ご本人のマイナンバーを確認出来る書類
　通知カード　住民票の写しまたは住民票記載事項証明書（マイナンバーの記載があるも
　のに限ります）などのうちいずれか一つ

●身元確認書類　記載したマイナンバーの持ち主であることを確認出来る書類
　運転免許証　公的医療保険の被保険者証　パスポート　身体障害者手帳　在留カード

　などのうちいずれか一つ

★ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方は

※　振替納税をご利用の方の引落日　（なお、贈与税の振替納税・制度はありません。）
　　所得税及び復興特別所得税　　　　　⇒　平成 29年 4月 20日（木）
　　個人事業者の消費税及び地方消費税　⇒　平成 29年 4月 25日（火）

大月税務署からのお知らせ



平成 29年 1月１日（8）

道志どんど焼きの開催について 教育委員会

☎ 52-1020

平成 29 年度　食品表示ウォッチャーの募集について 産業振興課

☎ 52-2114

くらしの情報　〈村から〉

　「どんど焼き」は、火にあたったり、焼いた団子
を食べれば、その 1年間健康でいられるなどの言
い伝えもあり、無病息災・五穀豊穣を祈るとされ、
古くから道志村内各地でも新年の火祭り行事として
行われてきました。
　現在では実施している地域も少なくなり、忘れ去
られようとしています。道志の郷土史を語る会では、
この「どんど焼き」を後世に伝承していくため、毎
年「道志どんど焼き」を開催しています。
日　時　：　平成 29年 1月 15日（日）11:00 ～
場　所　：　道志村体験農園

　山梨県では食品表示法（平成 25年法律第 70号）、不当景品類及び不当表示防止法等に基づく食品
表示の適正化を図るため、食品表示ウォッチャーを設置しています。
　つきましては、平成 29年 4月から 2年間、道志村で活動する食品表示ウォッチャーを下記のとお
り募集しますので、希望する方は、役場産業振興課までお問い合わせください。
①活動内容
１　食品表示状況のモニタリング及び報告
　　山梨県内の食品販売店において、日常の購買行動等を通じて確認した食品表示等の状況について、
その概況を３ヶ月に１回定期的に山梨県消費生活安全課へ報告する。
２　不適正な食品表示等の報告
食品表示法等の規定に違反している疑いがある表示等を発見した場合、その他当該内容に関する
情報を入手した場合に , 山梨県消費生活安全課へ報告する。
３　各種研修会への参加
　　山梨県消費生活安全課が主催する、各種研修会に年２回程度参加できること。
②委嘱の条件
　１　当該年度の４月１日現在において、満 20才以上で、山梨県内に居住し、食品の安全性や表示
に関心があること

　２　県に対する食品表示状況のモニタリング結果について定
期的な報告及び不適正の疑いがある表示を発見した場合の
随時報告を実施することが可能なこと

　３　県が行う食品表示に関する研修等を受けることが可能な
こと

③委嘱の期間　平成 29年 4月 1日～平成 31 年 3月 31日まで
④報酬　7000 円／年（各種研修会等に係る費用を含む）
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くらしの情報　〈その他〉
●
２
級
建
築
士　

受
験
準
備
講
座

・
講
習
日
：
平
成
29
年
１
月
10
日
か
ら
週

３
日
（
月
・
水
・
金
）

・
時
間
：
18
時
30
分
か
ら
21
時
30
分
ま
で

　
（
１
日
３
時
間
で
40
回
の
合
計
１
２
０

　

時
間
）

・
対
象
者
：
受
験
資
格
の
あ
る
方

・
受
講
料
：
１
２
０
，
０
０
０
円

・
定
員
：
先
着
10
名
（
５
名
未
満
の
場
合

　

は
中
止
と
な
り
ま
す
）

・
締
切
：
平
成
29
年
１
月
10
日
（
火
）

・
問
い
合
わ
せ
：
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協

　

会　

☎
22

－

５
２
１
４

●
１
級
・
２
級 

建
築
施
工
管
理
技

士
学
科　

受
験
準
備
講
座

・
講
習
日
：（
１
級
）
４
月
上
旬
か
ら
21

　

日
間
（
63
時
間
）
／ （
２
級
）
８
月
上

　

旬
か
ら
21
日
間
（
63
時
間
）

・
対
象
者
：
１
級
・
２
級 

建
築
施
工
受
験

　

資
格
該
当
者

・
受
講
料
：
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

・
定
員
：
先
着
10
名
（
５
名
未
満
の
場
合

　

は
中
止
と
な
り
ま
す
）

・
締
切
：
受
験
申
し
込
み
の
締
め
切
り
に

　

合
わ
せ
ま
す
。
※
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。
１
級
の
受
験
申
し
込
み
は
毎
年

　

２
月
上
旬
か
ら
、
２
級
の
受
験
申
し
込

　

み
は
毎
年
６
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
ま

　

す
。
当
協
会
で
は
申
込
用
紙
の
取
り
寄

　

せ
も
承
り
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
：
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協

　

会　

☎
22

－

５
２
１
４

●
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

血
液
は
、
現
在
の
科
学
で
は
人
工
的
に

作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
き

た
細
胞
な
の
で
、
長
期
間
保
存
す
る
こ
と

も
困
難
で
す
。

　

風
邪
が
流
行
す
る
冬
季
は
、
献
血
者
が

減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
1
〜
2
月

末
ま
で
の
二
箇
月
間
に
「
は
た
ち
の
献
血

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
新
た
に
成

人
を
迎
え
る
若
者
を
中
心
と
し
た
県
民
の

皆
様
に
、
献
血
に
関
す
る
理
解
と
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

山
梨
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
献
血

バ
ス
が
県
内
各
地
を
訪
れ
て
、
地
域
に
お

け
る
献
血
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

富
士
東
部
地
域
の
1
月
の
献
血
バ
ス
の

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
日
時
：
1
月
11
日(

水)

10
〜
12
時
、

13
〜
15
時

場
所
：
メ
ガ
ネ
フ
ジ
タ
駐
車
場(

富
士

吉
田
市
役
所
前)

・
日
時
：
1
月
18
日(

水)

10
〜
11
時
30
分
、

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所
：
都
留
市
役
所

　

輸
血
を
必
要
と
す
る
尊
い
生
命
を
救
う

た
め
に
、
善
意
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
事
業
主
の
皆
さ
ま

「
や
ま
な
し
働
き
方
改
革
共
同
宣

言
」
に
賛
同
し
ま
せ
ん
か
？

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
山
梨
県
内
に

お
け
る
地
域
と
企
業
の
活
力
を
高
め
て
い

く
た
め
に
、
若
者
が
や
り
が
い
を
持
っ
て

働
き
、
女
性
の
活
躍
が
一
層
推
進
さ
れ
る

な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
取
れ
た
社

会
の
実
現
の
た
め
、
当
村
と
し
て
も
こ
れ

を
進
め
る
た
め
、「
や
ま
な
し
働
き
方
改

革
共
同
宣
言
」に
賛
同
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
般
、
そ
の
取
組
の
一
端
と
し
て
、
事

業
主
が
一
定
の
取
組
を
行
っ
た
こ
と
を
端

緒
に
、
こ
の
宣
言
に
賛
同
し
た
こ
と
を
表

明
し
、
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
賛
同
署

名
様
式
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
利
用
し
、
各
企
業
に
お
け
る
働

き
方
改
革
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

・
問
い
合
わ
せ
：
山
梨
労
働
局

　

☎
０
５
５

－

２
２
５

－

２
８
５
１

●
「
や
ま
な
し
・
し
ご
と
・
プ
ラ

ザ
サ
テ
ラ
イ
ト
」
の
ご
案
内

就
職
を
考
え
て
い
る「
子
育
て
中
の
方
」

と
「
若
者
」
を
対
象
と
し
た
、
公
共
の
就

労
支
援
施
設
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

「
や
ま
な
し
・
し
ご
と
・
プ
ラ
ザ
サ
テ

ラ
イ
ト
」
で
は
、
就
職
や
子
育
て
に
関
す

る
相
談
か
ら
職
業
紹
介
ま
で
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

よ
る
就
職
相
談
や
面
接
指
導
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
よ
る
求
人
情
報
の
提
供
や
職
業

相
談
・
職
業
紹
介
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。国
と
県
と
の
運
営
施
設
で
す
の
で
、

ご
利
用
は
無
料
で
す
。

　
「
子
育
て
も
仕
事
も
頑
張
り
た
い
！
」

と
い
う
お
母
さ
ん
、「
正
社
員
に
な
り
た

い
！
」
と
い
う
学
生
さ
ん
な
ど
、
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
場
所
：
富
士
急
駅
ビ
ル
（
Ｑ

－

Ｓ
Ｔ
Ａ
）

　

３
階

・
利
用
時
間
：

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
／
10
時
〜
18
時
30
分

　
　
（
求
人
検
索
・
職
業
紹
介
は
17
時
15
分



平成 29年 1月１日（10）

くらしの情報　〈その他〉 　
　

ま
で
）

　

土
曜
日
／
13
時
〜
17
時
（
求
人
検
索
、

　
　

職
業
紹
介
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　

休
業
日
／
日
曜
日
・
祝
日
・
12
月
29
日

　
　

〜
1
月
3
日

・
問
い
合
わ
せ
：
求
人
検
索
・
職
業
相
談
・

　

紹
介　

☎
０
５
５
５

－

24

－

８
６
０
９

　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
相
談　

　

☎
０
５
５
５

－

72

－

８
８
０
３

●
富
士
湧
水
の
里
水
族
館

　

〜
イ
カ
墨
で
書
初
め
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

富
士
湧
水
の
里
水
族
館
で
は
、
イ
カ
墨

を
用
い
て
書
初
め
を
行
う
こ
と
で
、
古
来

か
ら
の
習
慣
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、
イ

カ
の
構
造
に
つ
い
て
学
び
、
生
き
物
の
不

思
議
に
触
れ
、
よ
り
生
き
物
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
「
イ
カ
墨
で

書
初
め
」
を
開
催
し
ま
す
。

・
期
間
：
１
月
２
日
（
月
）、
３
日
（
火
）　

　

10
時
30
分
〜
12
時
、
14
時
〜
15
時
30
分　

　

各
日
２
回

・
場
所
：
県
立
富
士
湧
水
の
里
水
族
館

　

１
Ｆ
企
画
展
水
槽
（
南
都
留
郡
忍
野
村　

　

忍
草
３
０
９
８

－

１ 

さ
か
な
公
園
内
）

・
内
容
：
イ
カ
を
解
剖
し
、
墨
を
取
り
出

　

し
て
書
初
め
を
行
い
ま
す
。

・
申
し
込
み
：
当
日
、
１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

横
の
受
付
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

入
館
さ
れ
た
方
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加

　

い
た
だ
け
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
：
県
立
富
士
湧
水
の
里

　

水
族
館
☎
０
５
５
５

－

20

－

５
１
３
５ 　

 

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
５
５

－

20

－

５
１
４
０

●
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
Ｎ
e
w 

Ｙ
e
a
r 
Ｆ
e
s
t
i
v
a
l 

２
０
１
７　
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
！  

初
日
の
出
〜

　

２
０
１
７
年
の
初
日
の
出
を
眺
望
の
素

晴
ら
し
い
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
か
ら
拝

み
、
新
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

・
日
時
：
１
月
１
日
（
日
・
祝
）
６
時
〜

　

７
時
（
日
の
出
は
７
時
過
ぎ
）

・
場
所
：
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園　

　

フ
ル
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前
広
場（
山
梨
市
）

・
内
容
：
初
日
の
出
を
見
る
集
い
・
新
年

　

福
引
き
大
会 

な
ど

・
参
加
料
：
無
料
（
福
引
き
大
会
は
有
料

　
（
１
０
０
円
〜
））（
予
定
）

　

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合

　

が
ご
ざ
い
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
：
山
梨
市
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
（
株
）

　

☎
０
５
５
３

－

23

－

４
１
０
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
５
３

－

23

－

４
１
０
３

1
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

日
時　
　

1
月
12
日
（
木
）
10
時
〜
14
時

場
所　
　

善
之
木
コ
ミ
セ
ン
「
い
こ
い
」

講
師　
　

栄
養
士　

古
谷
け
い
子

内
容　
　
「
離
乳
食
・
幼
児
の
食
事
作
り
」

マ
マ
友
作
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
保
育
所
入

所
前
か
ら
他
の
子
ど
も
と
遊
ば
せ
、
集
団
生
活

の
練
習
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ　

住
民
健
康
課　

☎
52

－

２
１
１
３

　

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
聴
い
た
り
、
演
奏
に
合
わ

せ
て
昭
和
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
童
謡
な
ど
心
懐
か
し

い
歌
を
唄
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。

◎
日
程

6
日
（
金
）、
10
日
（
火
）、
11
日
（
水
）、
13
日

（
金
）、
16
日
（
月
）、
18
日
（
水
）、
19
日
（
木
）、

23
日
（
月
）、
24
日
（
火
）、
26
日
（
木
）

※
14
時
〜
15
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
：
住
民
健
康
課　

☎
52
―

２
１
１
３　

◎
乳
児
期
か
ら
よ
い
食
事
で
健
康
づ
く
り
！

　
　
離
乳
食
作
り
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

◎
親
子
の
絆
を
強
め
、

　
　
自
然
な
運
動
発
達
を
促
し
ま
す
！

日
時　
　

１
月
26
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

場
所　
　

善
之
木
コ
ミ
セ
ン
「
い
こ
い
」

講
師　
　

運
動
士　

石
倉
秀
子

内
容　
　

ベ
ビ
ー
ビ
ク
ス

＊
村
内
の
お
母
さ
ん
達
で
楽
し
く
交
流
し
ま
し

ょ
う
。
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
願
い
し
て
あ

り
ま
す
。1

月
の
「
歌
の
会
」

♬

■住民基本台帳閲覧状況の公表
　住民基本台帳法第 11条第 3項及び第 11条の 2第 12項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票の
写し等の交付に関する総務省令第3条の規定に基づき、公表します。（平成27年1月1日～平成27年12月31日）

年月日 閲覧申請者 委託者 閲覧事由 閲覧の範囲

H28.11.9 アシスト㈱
山梨県知事後藤 斎
（山梨県福祉保健
部健康増進課）

山梨県福祉保健部健康増進課
が実施する「山梨県県民健康
づくり実施状況調査」に伴う
対象者抽出

道志村の 20 歳以上の
男性 2名、女性 2名
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　最も寒い時期になりました。私の自宅のある都留も寒いですが、道志の冬は一段違います。通勤時の運転も
慎重になります。過去に滑って恐い思いをしたことのある人は私だけではないとは思いますが、運転する人も、
歩いたり走ったりする人も、ケガには十分気を付けましょう。
真冬と真夏は体への負担が大きく体調を崩しやすい季節です。診察の時にいろいろな方にお話ししています

が、真（ま）のつく季節は魔の季節です。「もったいない」という心は日本人の美徳ではあるものの、それを
優先しすぎて健康を害したら元も子もありません。暖房や加湿器を積極的に上手に（エコに）利用して自身や
家族の健康維持を！　ただし、いくら心地よくてもコタツで寝込んでしまうのは医学的にはいろいろな危険を
はらんでいるので、ぜひぜひご注意を。
11月下旬の積雪には驚きました。また、実際、結構困りました。今シーズンは数年前のような大雪がない

ことを祈っています。

診 療 所 だ よ り

   

み
る
べ
ぇ
〜
　

地
域
お
こ
し

協
力

隊 44

（
七
瀧
佳
至
）

（
抱
井
昌
史
）

12
月
７
日
民
宿
ふ
る

さ
と
に
て
道
楽
会

の
忘
年
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
牡
丹

鍋
が
ご
用
意
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
自

分
は
牡
丹
を
食
べ
る
の
が
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
食
べ
る
の
が
す
ご
い
楽
し
み
で
し
た
。

牡
丹
肉
を
食
べ
て
み
た
感
想
は
、
す
ご
く
柔

ら
か
く
、
ほ
ど
よ
く
脂
が
の
っ
て
い
て
、
す

ご
く
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
牡
丹
肉
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
！

　

昨
年
は
道
志
に
移
住
し
て
か
ら
鹿
肉
や
ス

ズ
メ
バ
チ
の
幼
虫
、
蛹
、
成
虫
を
人
生
で
初

め
て
頂
い
た
の
で
合
わ
せ
て
感
想
を
紹
介
し

て
お
き
ま
す
。
鹿
肉
は
脂
身
が
少
な
く
肉
質

は
少
し
固
め
で
す
が
、
ヘ
ル
シ
ー
で
美
味
し

い
で
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
は
前
協
力
隊
の
中
嶌

さ
ん
か
ら
頂
い
た
の
を
食
べ
て
み
ま
し
た
。

幼
虫
、
蛹
、
成
虫
を
素
揚
げ
に
し
、
塩
を
振
っ

て
食
べ
ま
し
た
。
ど
れ
も
エ
ビ
の
味
が
し
て

美
味
し
か
っ
た
で
す
。
幼
虫
と
蛹
は
噛
ん
だ

時
に
肉
汁
が
少
し
出
る
の
で
ジ
ュ
ー
シ
ー
で

し
た
。
生
き
た
状
態
の
幼
虫
と
蛹
を
生
の
ま

ま
食
べ
て
み
ま
し
た
が
、
な
ん
と
も
言
え
な

い
味
で
、
と
て
も
ク
リ
ー
ミ
ー
と
は
思
え
ま

せ
ん
で
し
た
（
笑
）　　
　
　
　
（
鳥
澤
拡
太
）

ど
う
も
、
七
瀧
で
す

12
月
に
入
り
、

寒
さ
も
本
格
的
な
冬
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

雪
が
積
も
っ
て
畑
の
作
業
が
出
来

な
く
な
る
前
に
来
年
の
春
に
向
け
て 

出
来
る
事
は
な
る
べ
く
や
っ
て
お
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

道
志
の
冬
で
の
仕
事
を
作
り
出
す

の
は
な
か
な
か
難
し
そ
う
な
の
で
そ

の
分
春
か
ら
頑
張
れ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

11
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
は
、

今
年
使
っ
て
い
た
畑

の
整
理
や
、
ミ
ツ
バ
チ
の

冬

越
し
の
た
め
の
準
備
を
し
た
り
、

協
力
隊
の
仲
間
が
や
っ
て
い
る
「
に
ん

に
く
」
の
植
え
付
け
を
手
伝
っ
た
り
し

ま
し
た
。
に
ん
に
く
の
植
え
付
け
は
、

中
腰
で
行
う
た
め
、
足
腰
が
し
ん
ど

い
で
す
が
、
徐
々

に
作
業
に
慣
れ
、

効
率
よ
く
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

・月始めには保険証の提出を
お願いします。
・火曜日は 9:30 ～ 10:30 ごろ
まで胃カメラ検査になります。
・第一・第三・第五の木曜日
と土曜日は午前中のみの診療
となり、血液検査は出来ませ
んのでご了承ください。
・第二・第四土曜日は休診です。

1 月の予定
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
1/1
元旦

1/2
休診

1/3
休診

1/4 1/5
午前中のみ診療

1/6
中学校検診
9:00 ～ 10:00

1/7
午前中のみ診療

1/8 1/9
成人の日

1/10
午前：胃カメラ

1/11 1/12 1/13 1/14
休診

1/15 1/16 1/17
午前：胃カメラ

1/18 1/19
午前中のみ診療

1/20 1/21
午前中のみ診療

1/22 1/23 1/24
午前：胃カメラ

1/25 1/26 1/27 1/28
休診

1/29 1/30 1/31
午前：胃カメラ

診療日　月・火・水・木（午前のみ）・金・土（午前のみ）　休診日　日・祝日　歯科診療所より
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　現在、高齢者を標的とした電話（振り込め）詐欺の被害が全国的に発生しています。
　大月警察署管内においても、年末年始に向けて多数の不審電話が確認され、当署だけでも、ひと月
に数十件のご相談や通報をいただいており、残念ながら実際に被害も発生している状況にあります。
　近ごろでは手段も巧妙化し、複数人の犯人グループが、家族ばかりではなくご家族の友人・同僚、
公的機関や銀行の職員を演じ分け、まるで脚本があるかのように言葉巧みにお金をだまし取ろうとし
ています。そこで、皆さまが「被害者」という役を演じることになってしまわないよう、電話詐欺被
害に遭わないための着眼点や対処方法について紹介させていただきます。

犯人グループは、親心につけ込み、お金をだまし取るための下準備とし
て様々な内容の電話を昼夜問わずにかけてきます。

犯人グループは、お金を振り込むと嘘をついて巧みにＡＴＭに誘導し、
お金を振り込むどころか、ＡＴＭを操作させて反対に送金させてしまいます。
市役所や銀行がこのような電話をしたり、皆さんをＡＴＭに誘導することは絶対に
ありません。

「○○警察署の△△ですが、あなたの口座が不正に使われています」
「□□という警察官がお宅に行きますので、キャッシュカードを渡して下さい」
　最近では、警察官を名乗りお金をだまし取ろうとする手口や、

「アダルトサイト閲覧の料金が未納になっています」
「コンビニエンスストアでギフトカードを購入して支払ってください」
　等と、現金ではなくギフト券で架空の支払いを請求する手口も確認されています。

■ お金が絡む電話や、番号非通知の電話は詐欺の予兆電話である可能性が非常に高いので 
　「自分は大丈夫」という意識は捨て、まずは疑い、すぐに電話を切りましょう。

■ 電話詐欺を撲滅するためには、皆さまの防犯意識の向上が一番の近道です。

■ 高齢のご家族がいる方は、定期的に連絡を取るなど、家族全員で気をつけましょう。

こんな電話は 詐欺  かも…

オ
レ
オ
レ
詐
欺

そ
の
他
に
も

還
付
金
詐
欺

○○（子や孫の名前）だけど．．．

☎

☎
☎

○○（市役所や銀行）ですが．．．

大月警察署からのお願い

「税金の過払い金があります」「医療費の還付手続きをしてください」
「給付金がありますので、ＡＴＭで受け取りの手続きをしてください」

大月警察署　生活安全課
☎ 0554-22-0110

「カゼをひいて声がおかしい」　「会社のお金を使いこんでしまった」
「携帯電話を無くして番号が変わった」　「女性を妊娠させてしまった」
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東京電力パワーグリッド㈱　
☎ 0120-995-007

道の駅どうし　☎ 0554-52-1811
道志の湯　☎ 0554-52-2384

　東京電力ではサ－ビスエリア内で停電が発生した際に、停電地域や復旧見込み時刻などの情報をＨ
Ｐでお知らせするサ－ビスを提供しております。
　また、モバイルサイトでも同じ情報がご覧いただけますので、停電時や外出中でもスマ－トフォン
やタブレットからご覧いただくことが可能となっております。
★ブックマ－クやお気に入りに登録しておくと、素早く確認することができます。

東京電力から「停電情報提供サ－ビス」のご紹介

株式会社どうしからのお知らせ

〈
　
提
供
イ
メ
ー
ジ
　
〉

1　いち早く
1　急がず慌てず
0　冷静に

落ち着いて 110 番！
110 番をかけると、県内のどこの地域からかけても警察本部通信指令課につながります。
担当の警察官が「警察救急110番です。事件ですか、事故ですか。」と最初に尋ね、その後「い
つ、どこで、なにが」をなどを順にお聞きしますので、落ち着いて話してください。
緊急時以外の事件、事故、相談ごとは最寄の警察署または警察本部相談室をご利用くだ
さい。大月警察署　☎ 0554-52-0110　警察本部相談室　☎♯ 9110
緊急の事件、事故の通報に支障をきたしますので、正しく利用してください。

1月10日は
110番の日です

　道の駅・道志の湯の冬季営業時間等及び年末年始の営業についてお知らせいたします。
　〇営業時間等について　期間：平成 29年 3月 10日まで
　・道の駅どうし　営業時間　売店　9:00 ～ 17:00
　　　　　　　　　　　　　　　手作りキッチン　9:00 ～ 17:00（16:30 ラストオーダー）

　・道志の湯　　　営業時間　12:00 ～ 19:00（18:30 最終入館受付）
　　　　　　　　　定休日　　毎週火曜日（平成 29年 1月 3日は営業いたします）
　　　　　　　　　　※食堂の営業は平日が休業、土・日・祝日が 12:00 ～ 15:00 の間営業となります。

　〇年末年始の営業について
　　道の駅どうし・道志の湯ともに平成 28年 12月 27日～平成 29年 1月 1日の間休業となります。



平成 29年 1月１日（14）

　今年度も小中学校親子料理教室を開催し、親子で食事について考えながら調理実習を行いました。
　減塩、低カロリー、バランスの取れた食事について考えながら、親子で楽しく調理しました。

《８月親子料理教室》テーマ：野菜たっぷりヘルシー料理
　減塩、低カロリーの料理を食べて実感しました！！

《12 月親子料理教室》テーマ：バランスの良い食事
　親子で楽しく調理♪包丁も皮むき器も上手に使えました。

　保育所のもちつき行事を 12月 16 日に行い
ました。子どもたちは大きく掛け声をかけな
がらひとりずつもちをつき、もち米がもちに
変わる様子を見て歓声をあげました。

■ 親子で食事について考えよう！

　屋外広告の部において正面看板デザインが評価
され奨励賞を受賞しました。看板の緑は道志村の
豊かな森林を表し、水色のしずくは清らかな水を
表しています。

■ 水カフェどうしが山梨広告賞を受賞

■ 保育所もちつき

① 食べ物の味がわかる力

② 食べ物のいのちを感じる力

③ 食べ物をえらぶ力

④ 料理ができる力

⑤ 元気なからだがわかる力

《食育５つの力》

を育てよう！！

ぺったんぺったん
おいしくなーれ！

あんこ味、きなこ味
どれもおいしいね！
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道　志　村　ト　ピ　ッ　ク　ス

　「元気で生き生き」を目的に、12月 12日（月）
やまゆりセンターで民生児童委員、あすなろ会の
協力のもと実施し、一般参加者 34名と道志茶屋の
参加も含め総勢 70名が参加しました。午前中は介
護予防教室として、ボールを使用したツボ押し・手
話体操・富士五湖音頭などで大いに笑い体や脳神
経を刺激しました。昼食は、食育を意識し道志の
食材を使用したお弁当と食生活改善推進員による
地産地消減塩味噌汁が提供されました。健康食へ
の意識が高まるきっかけとなればよいと思います。
午後は大正琴、歌、保育所児による劇と踊り、

フラダンスの発表、あすなろ会とやまゆり琴の会
と合同で「ああ上野駅」の合唱が行われ、なごや
かな時間を過ごしました。議会からはクリスマス
ケーキ、道志村絵手紙サークルからは参加賞とい
っしょに絵手紙のプレゼントがあり、ひと足早く
クリスマスを楽しみました。
　12月のふれあいサロンの総参加者は、高齢者の
皆さんをはじめ、ボランティアスタッフを含め、総
勢 161 名が参加し開催することができました。ご
協力くださいました皆様に感謝申し上げます。

　12月 3日、保育所でクリスマスお遊戯会を行いまし
た。さくら組はかわいらしいダンスを踊り、たんぽぽ・
ひまわり組は「小人のくつや」、すみれ組は「白雪姫」
などのお遊戯を発表しました。一生懸命頑張った子ど
もたちに、保護者から大きな拍手が送られました。

■ ふれあいサロンを実施しました！

■ 保育所クリスマスお遊戯会

年長児によるピアニカ演奏♪

みんな役になりきってます！ かわいい衣装でダンス！

笑顔がいっぱいの楽しい会になりました
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学校だより　道志小学校

火災避難訓練と消火体験訓練

　11 月９日に、職員室から出火したとい

う想定で避難訓練が行われました。子ど

も達には、予告無しの避難訓練でしたが、

普段の学習を生かし、自分たちで考え、

判断し、迅速に行動することができまし

た。避難訓練の後には、道志消防署員の

方々の指導のもと消火器の使い方も教え

ていただきました。学習したことを、緊

急時に発揮できるよう、これからも繰り

返し、訓練に取り組んでいきます。 学年・学級の絆を深めたミニ音楽集会

　12 月 1 日にミニ音楽集会を実施しました。各ハンドベルやリコー

ダー、鍵盤ハーモニカなどによる合奏や合唱を披露しました。他の

学年・学級の発

表を聞くことに

より、音楽に対

する興味を深め、

次の目標を見通

すことができま

した。

見るだけじゃない。みんなで楽しんだ芸術鑑賞教室

  12 月 7 日に芸術鑑賞教室を実施しました。今年は、ファンタス

ティック・パーカッション・プロジェクトによる『打！　Ｆａｎ

ｔａｓｔｉｃｓ』を鑑賞しました。マリンバ・ドラムセット・ピ

アノによる演奏だけでな

く、しゃもじやフライパン、

モップなど日用品を使った

演奏も披露していただきま

した。保護者の皆様にも参

加していただき、体育館が

ライブ会場のように盛り上

がりました。

楽しみながら健康を考える保健集会

　今回は、「生活習慣を振り返ろう�おや

つの正しい食べ方について考えよう」を

テーマに、保健委員会による劇や、クイ

ズを楽しみました。健康に関するカルタ

や、「みんなで体操」にも挑戦しました。

新道志小学校のリーダーを決める児童会役員選挙

　道志小学校は、来年度から新校舎での生活が始まります。新道志

小学校の児童会を先導する来年度児童会役員の選挙が行われまし

た。立会演説会では、立候補者とその責任者が、３年生以上の児童

会会員の前で来年度の

リーダーにふさわしい態

度で演説を披露すること

ができました。来年度の

児童会が、自主的で積極

的なものになることを確

信できる一日でした。


